
JP 5012784 B2 2012.8.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　針部材が装着された駆動装置を備え、
　積層された搬送物における最上部の搬送物に前記針部材を引掛けた状態で前記駆動装置
を駆動させることにより、最上部の前記搬送物を所定方向に搬送する搬送装置において、
　前記駆動装置が移動する間の前記駆動装置におけるモータの電流値を検出する電流値検
出手段と、
　前記電流値検出手段によって検出された電流値を予め設定された閾値と比較し、前記電
流値が前記閾値以下である場合に、前記針部材が所定の摩耗状態に達したと判定し、前記
針部材の交換告知を行う告知判定手段と、
　を備えたことを特徴とする搬送装置。
【請求項２】
　前記告知判定手段は、
　所定の搬送回数分の前記電流値の平均値を算出し、この平均値を前記閾値と比較するこ
とを特徴とする請求項１に記載の搬送装置。
【請求項３】
　環境温度を検出する温度検出手段を備え、前記温度検出手段の検出した温度に応じて前
記電流値を補正することを特徴とする請求項１又は２に記載の搬送装置。
【請求項４】
　針部材が装着された駆動装置を備え、
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　積層された搬送物における最上部の搬送物に前記針部材を引掛けた状態で前記駆動装置
を駆動させることにより、最上部の前記搬送物を所定方向に搬送する搬送装置において、
　前記駆動装置の移動に伴う前記搬送物の搬送距離を検出する搬送距離検出手段と、
　前記搬送距離検出手段によって検出された搬送距離を予め設定された閾値と比較し、前
記搬送距離が前記閾値以下である場合に、前記針部材が所定の摩耗状態に達したと判定し
、前記針部材の交換告知を行う告知判定手段と、
　を備えたことを特徴とする搬送装置。
【請求項５】
　前記告知判定手段は、
　所定の搬送回数分の前記搬送距離の平均値を算出し、この平均値を前記閾値と比較する
ことを特徴とする請求項４に記載の搬送装置。
【請求項６】
　前記搬送距離検出手段は、積層された各搬送物の搬送開始位置に応じて各搬送物の前記
搬送距離を補正することを特徴とする請求項４又は５に記載の搬送装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、針部材を用いて搬送物を搬送する装置に関するものであり、より具体的には
、新聞や小冊子等の商品を販売する自動販売機に適用され、上記の商品を商品取出口まで
搬送する搬送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、新聞や小冊子等を販売する自動販売機が知られている。この自動販売機は、前面
が開口した箱状の本体キャビネットと、本体キャビネットの前面開口を閉塞する外扉とを
備えている。本体キャビネットには、上下方向に複数段の棚が設けてあり、各棚には、新
聞等を収納する収納ラックと、この収納ラックから新聞を取出口まで搬送する搬送装置と
を備えている。収納ラックは、前面及び上面が開口してあり、販売する新聞等を積層した
状態で収納できるようになっている。搬送装置は、本体キャビネットの奥方から前方に移
動する駆動装置と、駆動装置に取り付けられるアームと、アームの先端に取り付けられる
針部材を備えている。この搬送装置は、自動販売機本体から販売指令を受信すると、駆動
装置がアームを奥方から前方に移動させることにより、一番上にある搬送物だけを針部材
で引掛けて前方に搬送し、取出口に導くようになっている（例えば、特許文献１を参照）
。
【０００３】
【特許文献１】近畿車輛株式会社　「近畿車輌-新聞自動販売機-KNC-10」［平成２０年６
月１日検索］、インターネット＜URL：http://www.kinkisharyo.co.jp/ja/sanki/sa-seih
in/sa-knc-10.htm＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述した搬送装置は、搬送時に搬送物との接触を繰り返すことにより針部材
の先端が摩耗することで搬送物の引掛かりが悪くなる。そのため、定期的（１年に１回程
度）に針部材を交換するか、あるいは、搬送回数が所定の回数に達したときに表示や音声
等によって針部材を交換する旨の告知を行っている。
【０００５】
　しかしながら、所定の搬送回数に達するたびに針部材の交換を行う場合、実際には交換
を要するほど針先が摩耗していないにも拘わらず針交換を行うこととなり、必要以上に針
部材を消費してしまうという問題がある。逆に、針先の摩耗が著しい場合には、針交換を
告知する前に搬送不具合を引き起こしてしまうという問題がある。
【０００６】
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　本発明は、上記の点に鑑み、針部材を用いて搬送物を搬送する搬送装置において、実際
の針先の摩耗状態に適応した針交換告知を行うことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明の請求項１に係る搬送装置は、針部材が装着され
た駆動装置を備え、積層された搬送物における最上部の搬送物に前記針部材を引掛けた状
態で前記駆動装置を駆動させることにより、最上部の前記搬送物を所定方向に搬送する搬
送装置において、前記駆動装置が移動する間の前記駆動装置におけるモータの電流値を検
出する電流検出手段と、前記電流検出手段によって検出された電流値を予め設定された閾
値と比較し、前記電流値が前記閾値以下である場合に、前記針部材が所定の摩耗状態に達
したと判定し、前記針部材の前記針部材の交換告知を行う告知判定手段と、備えたことを
特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の請求項２に係る搬送装置は、上記請求項１において、前記告知判定手段
が、所定の搬送回数分の前記電流値の平均値を算出し、この平均値を前記閾値と比較する
ことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の請求項３に係る搬送装置は、上記請求項１又は２において、環境温度を
検出する温度検出手段を備え、前記温度検出手段の検出した温度に応じて前記電流値を補
正することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の請求項４に係る搬送装置は、針部材が装着された駆動装置を備え、積層
された搬送物における最上部の搬送物に前記針部材を引掛けた状態で前記駆動装置を駆動
させることにより、最上部の前記搬送物を所定方向に搬送する搬送装置において、前記駆
動装置の移動に伴う前記搬送物の搬送距離を検出する搬送距離検出手段と、前記搬送距離
検出手段によって検出された搬送距離を予め設定された閾値と比較し、前記搬送距離が前
記閾値以下である場合に、前記針部材が所定の摩耗状態に達したと判定し、前記針部材の
交換告知を行う告知判定手段と、備えたことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の請求項５に係る搬送装置は、上記請求項４において、前記告知判定手段
が、所定の搬送回数分の前記搬送距離の平均値を算出し、この平均値を前記閾値と比較す
ることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の請求項６に係る搬送装置は、上記請求項４又は５において、前記搬送距
離検出手段が、積層された各搬送物の搬送開始位置に応じて各搬送物の前記搬送距離を補
正することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の搬送装置によれば、実際の針先の摩耗状態に適応した針交換告知が可能となる
ため、針部材の摩耗による搬送不具合を未然に防止することができるとともに、未摩耗状
態での不要な針交換を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に添付図面を参照して、本発明の搬送装置を新聞自動販売機に適用した場合の好適
な実施の形態について詳細に説明する。
【００１５】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態である搬送装置を適用した新聞自動販売機を示す正面図で
ある。この新聞自動販売機は新聞を販売する自動販売機であり、一台で複数種類の新聞を
販売できるようになっている。
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【００１６】
　図１に示すように、新聞自動販売機は、前面が開口した箱状の本体キャビネット１と、
本体キャビネット１の左側縁に支承され、本体キャビネット１の前面開口を閉塞する外扉
２とを備えている。この外扉２には、ハンドルロック３、硬貨投入口４、紙幣挿入口５、
電子マネー受付部６、表示器７、釣銭返却レバー８及び釣銭返却口９が配設されている。
ハンドルロック３は外扉２を施錠するものである。硬貨投入口４は、硬貨を受け付ける開
口であり、この硬貨投入口４から投入された硬貨は、外扉２の背面内側に配設した図示し
ない硬貨処理装置に収容される。紙幣挿入口５は、紙幣を受け付ける開口であり、この紙
幣挿入口５から挿入された紙幣は、外扉２の背面内側に配設した図示しない紙幣処理装置
に収容される。電子マネー受付部６は、電子マネーがチャージされたカード等の記録媒体
を受け付ける部分であり、かざされた記録媒体との間で電子マネーデータを送受信するこ
とにより、対価を収受するようになっている。表示器７は、「販売中」、「釣り銭切れ」
等の各種情報を表示する部分である。
【００１７】
　また、外扉２には、表示選択部１１及び取出口１２が上下方向に複数設けられている。
表示選択部１１は、新聞の紙名が記載されたプレート１３と、プレート１３に記載された
新聞を選択する選択ボタン１４とを有している。選択ボタン１４は、例えば、点灯可能な
押ボタンスイッチで構成され、選択可能な場合に点灯し、選択された場合には一定時間点
滅するように制御される。取出口１２は、新聞を取り出すための開口であり、その開口幅
は、新聞が通るように新聞の長手方向の長さと略同一となるように形成されている。この
取出口１２の奥方上部には図示しないフラッパが支承され、このフラッパにより新聞取出
口１２が閉塞されている。なお、最上段の表示選択部１１の上方には、注目記事が掲載さ
れた新聞を展示する展示部１５が設けられている。
【００１８】
　一方、本体キャビネット１には、上述した複数の各取出口１２に対応する収納ラック２
０及び搬送装置３０がそれぞれ配置されている。図２は、取出口１２、収納ラック２０及
び搬送装置３０の位置関係を示す斜視図、図３は、収納ラック２０及び搬送装置３０の斜
視図、図４は、搬送装置３０におけるハンド３３の斜視図、図５は、ハンド３３の側面図
である。
【００１９】
　収納ラック２０は、販売する新聞を積層した状態で収納する箱体である。収納ラック２
０は、図３に示すように、その前面と上面とが開口しており、本体キャビネット１に引き
出し可能に搭載されている。図示は省略するが、この収納ラック２０には、新聞の長手方
向が収納ラック２０の幅方向となるようにして、複数部の新聞が積層された状態で収納さ
れる。そして、積層された新聞における最上部の新聞が、搬送装置３０によって前面の開
口部から繰り出されるようになっている。
【００２０】
　収納ラック２０の底面には、図３に示すように底上部材２１が取り付けられている。底
上部材２１の上面には、後述する針部材３５の移動域に亘って切り抜き２１ａが設けられ
ている。この切り抜き２１ａは、収納ラック２０に収納された最後の新聞が繰り出された
後、後述する針部材３５を移動させる際にこの針部材３５を挿通させるための孔であり、
針部材３５が収納ラック２０の底面に当たって欠損することを防止する。
【００２１】
　また、収納ラック２０の前面開口部と取出口１２との間には、図２に示すように上ガイ
ド板２２ａ及び下ガイド板２２ｂが配設されている。上下ガイド板２２ａ，２２ｂはそれ
ぞれ取出口１２に向けて傾斜する態様で配置されている。搬送装置３０によって搬送され
る新聞は、この上下ガイド板２２ａ，２２ｂに沿って移動することにより、取出口１２ま
で誘導される。
【００２２】
　搬送装置３０は、新聞自動販売機の販売制御部からの販売指令にしたがって、収納ラッ



(5) JP 5012784 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

ク２０に収納された新聞を一部ずつ搬送して取出口１２まで導くものである。この搬送装
置３０は、駆動装置３１と、駆動装置３１に基端部が取り付けられるアーム３２と、アー
ム３２の先端に取り付けられ、針部材３５が装着されたハンド３３を備えている。
【００２３】
　駆動装置３１は、図２及び図３に示すように収納ラック２０の側方に配置され、モータ
３４（図６－１を参照）を駆動させることにより、収納ラック２０の側面に沿って往復移
動可能に構成されている。この駆動装置３１には、アーム３２の基端側が上下方向に回動
可能に取り付けてあり、販売指令にしたがってアーム３２を収納ラック２０の奥方から前
方に移動させ、その後、前方から奥方に移動させるようになっている。
【００２４】
　アーム３２は、鋼板等からなる細長の板状体であり、上述したように、その基端側が駆
動装置３１に対して回動可能に取り付けられることで、その先端側が上下方向に移動可能
に構成されている。上記構成とすることで、収納ラック２０に積層された新聞の積層高さ
に応じて、アーム３２の先端側を上下動させることができる。このアーム３２の先端部に
はハンド３３が取り付けられている。
【００２５】
　ハンド３３は、図４に示すように、後述する針部材３５を保持するものであり、所定の
幅寸法を有して形成されている、図４に示す例では、ハンド３３の左右端部に1箇所ずつ
針部材３５ａ，３５ｂが装着されている。ハンド３３は、その中央部分がアーム３２に取
り付けられることで、右側の針部材３５ａと左側の針部材３５ｂとに均等に力が作用する
ように構成されている。
【００２６】
　針部材３５は、鋭利に形成された先端部に新聞の紙面を引掛けて保持するものである。
針部材３５が新聞を引掛けた状態で駆動装置３１を駆動させ、アーム３２を収納ラック２
０の奥方から前方に移動させることにより、針部材３５も奥方から前方に移動する。その
結果、針部材３５に保持された新聞は前方に搬送され、取出口１２まで導かれる。この後
、アーム３２を逆方向（前方から奥方）に移動させることにより、針部材３５は収納ラッ
ク２０の奥方に戻される。以下では、新聞自動販売機が待機状態にあるときの針部材３５
の位置を「待機位置」とよび、待機位置から新聞を引掛けた状態で前方に移動させて、新
聞を搬送終了位置まで搬送したときの針部材３５の位置を「折り返し位置」とよぶ。
【００２７】
　なお、ハンド３３には、図５に示すようにカバー３６が設けられている。このカバー３
６は、図５に示す状態のように針部材３５が新聞９０の紙面に接している場合には針３５
を露出させる一方、新聞９０の入れ替えや補充作業の際にアーム３２が持ち上げられ、針
部材３５が新聞９０から離反した場合には、針部材３５を覆い隠すように構成してある。
【００２８】
　新聞自動販売機が待機状態にあるとき、搬送装置３０は収納ラック２０の奥方側に配置
され、針部材３５は待機位置に位置している。新聞自動販売機の硬貨投入口４等から対価
が収受され、利用者によって選択ボタン１４が押下されると、選択された新聞を搬送する
搬送装置３０に搬送指令が出力される。搬送装置３０は、収納ラック２０に積層された最
上部の新聞の上にハンド３３を降ろし、針部材３５の先端に新聞を引掛けた状態で、アー
ム３２を奥方から前方に移動させることにより、針部材３５を待機位置から折り返し位置
まで移動させる。これにより、針部材３５に引掛けられた最上部の新聞は、２番目の新聞
上を摺動させられて前方に搬送され、取出口１２に搬出される。新聞の搬送が終了すると
、搬送装置３０は、針部材３５の先端を新聞から離反させた状態でアーム３２を前方から
奥方に移動させることにより、針部材３５を折り返し位置から待機位置に移動させる。
【００２９】
　上記のように構成された搬送装置３０は、以下に説明する針交換告知システムを備えて
いる。針交換告知システムは、新聞搬送時における駆動装置３１のモータ３４の負荷電流
値（以下、単に「電流値」とよぶ）を測定し、測定された電流値を予め設定した閾値と比
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較することにより針部材３５の摩耗状態を検出し、所定の摩耗状態に達していると判定し
た場合に針部材３５の交換を告知するように構成されている。図６－１は、針交換告知シ
ステムの概念図であり、図６－２は、針交換告知システムのブロック図である。
【００３０】
　針交換告知システムは、図６－１及び図６－２に示すように、電流値検出部３７、温度
センサ４０、告知判定部５０Ａ、記憶部５４Ａ及び出力部６０を備えている。
【００３１】
　電流値検出部３７は、針部材３５が新聞を引掛けた状態で収納ラック２０の待機位置か
ら折り返し位置に移動する間の、駆動装置３１におけるモータ３４の電流値を測定するも
のである。新聞９０の搬送を繰り返すことで針部材３５の先端が摩耗すると、搬送時に針
部材３５が新聞９０を確実に保持することができなくなり、搬送途中で新聞９０の表面を
空滑りするようになる。針部材３５が空滑りするようになると、空滑りしないときと比べ
てモータ３４に負荷が掛らなくなる。したがって、このときのモータ３４の電流値は、針
部材３５が空滑りしないときと比べて小さくなる。すなわち、針部材３５の摩耗が進むほ
ど、針部材３５の空滑りが多くなり、モータ３４の電流値は小さくなる。したがって、モ
ータ３４の電流値を監視することで、針部材３５の摩耗状態を検出することが可能である
。なお、本実施の形態では、針部材３５が新聞を引掛けた状態で待機位置から折り返し位
置まで移動する間の電流の平均値を、１回の搬送時の電流値として検出する。
【００３２】
　温度センサ４０は、新聞自動販売機の機内温度（機内に温度調整機構や発熱要素機構が
ない場合には外気温度）を測定するものであり、搬送装置３０近傍の所定位置に配置され
ている。以下では、この機内温度を「環境温度」とよぶ。
【００３３】
　告知判定部５０Ａは、電流値検出部３７が検出した電流値を予め設定した閾値と比較す
ることにより、針部材３５が所定の摩耗状態に達したか否かを判定し、所定の摩耗状態に
達していると判定した場合に、出力部に対して針交換の告知動作を行わせるものである。
告知判定部５０Ａは、電流値補正部５１、平均値演算部５２及び比較部５３を備えている
。
【００３４】
　電流値補正部５１は、電流値検出部３７から受信した電流値を、上述した温度センサ４
０で測定された環境温度に応じて補正する演算を行う。駆動装置３１のモータ３４の電流
値は、環境温度に応じて変化する。具体的には、常温（２０℃）を基準温度として、環境
温度が基準温度より高くなると電流値は減少し、環境温度が基準温度より低くなると電流
値は増加する。具体的な例を挙げると、環境温度が０℃の場合、基準温度と比べて電流値
は２０％増加する。また、環境温度が４０℃の場合、基準温度と比べて電流値は５％減少
する。このため、電流値検出部３７で検出された電流値を基準温度での値に補正すること
で、針摩耗状態の検出精度を向上させている。
【００３５】
　平均値演算部５２は、電流値補正部５１から受信した電流値を一時的に格納し、所定の
搬送回数分（例えば３回分）の電流値の平均値を算出する。１回の搬送で測定した電流値
を単独で閾値と比較すると、突発的な負荷減少異常に対して誤った告知を行う可能性があ
る。そこで、上記のように所定の搬送回数分の電流値の平均値を算出し、この平均値を閾
値と比較するようにしたことで、針摩耗状態の検出精度を向上させている。
【００３６】
　比較部５３は、平均値演算部５２で算出された電流値の平均値を、記憶部５４Ａに記憶
された電流値の閾値データ４５と比較するものである。比較部５３は、電流値の平均値が
閾値以下である場合に、針部材３５の先端が所定の摩耗状態に達したと判定し、出力部６
０に対して針交換の告知指令を送信し、告知動作を行わせる。一方、電流値の平均値が閾
値を上回る場合には、針部材３５の先端が未摩耗状態であると判定し、出力部６０に対し
て針交換の告知指令を送信しない。
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【００３７】
　記憶部５４Ａは、電流値の閾値データを格納する部位である。搬送時のモータ３４の電
流値は、搬送物の大きさや重さ等により異なる。このため、記憶部５４Ａには、新聞、小
冊子、雑誌等の搬送物に応じた閾値データが格納されている。なお、これらの閾値データ
は、上述した基準温度での電流値である。
【００３８】
　出力部６０は、告知制御部５０からの告知指令を受信した場合に告知動作を行うもので
ある。この出力部５０が行う告知動作としては、たとえば液晶ディスプレイ等の表示装置
への表示、ランプの点灯や点滅、あるいは、スピーカからの音声による動作を挙げること
ができる。
【００３９】
　図７は、上述した針交換告知システムの処理の流れを示す概略フローチャートである。
以下、図７を参照しながら、針交換告知の処理手順について説明する。
【００４０】
　利用者によって新聞自動販売機の選択ボタン１４が押下されると（ステップＳ１１）、
選択された新聞を搬送する搬送装置３０に搬送指令が出力される。搬送装置３０は、収納
ラック２０に収納された最上部の新聞の上にハンド３３を降ろし、針部材３５の先端に新
聞を引掛けた状態で、針部材３５を待機位置から折り返し位置まで移動させる。電流値検
出部３７は、針部材３５を待機位置から折り返し位置まで移動させる間における駆動装置
３１のモータ３４の電流値を測定する（ステップＳ１２）。電流値検出部３７によって測
定されたモータ３４の電流値は、告知判定部５０Ａに送信される。告知判定部５０Ａは、
電流値補正部５１を通じて電流値を基準温度での値に補正した後に、平均値演算部５２を
通じて所定の搬送回数分の電流値の平均値を算出する（ステップＳ１３）。次いで、告知
判定部５０Ａは、比較部５３を通じて、上記平均値を記憶部５４Ａに記憶された閾値デー
タと比較する（ステップＳ１４）。平均値が閾値以下である場合（ステップＳ１４：Ｙｅ
ｓ）、告知判定部５０Ａは、針部材３５が所定の摩耗状態に達したものと判定し、出力部
６０に対して針交換の告知指令を送信し、所定の告知動作を行わせる（ステップＳ１５）
。なお、告知判定部５０Ａは、針部材３５が所定の摩耗状態に達したと判定した場合に、
この判別結果を新聞自動販売機の販売制御部に送信する。販売制御部は、当該新聞の選択
ボタン１４の操作を無効化する。一方、平均値が閾値を上回る場合には（ステップＳ１４
：Ｎｏ）、針部材３５の先端が未摩耗状態であると判定し、出力部６０に対して針交換の
告知指令を送信しない。
【００４１】
　以上説明したように、本実施の形態の搬送装置３０によれば、駆動装置３１が移動する
間のモータ３４の電流値を検出する電流値検出部３７と、電流値検出部３７によって検出
された電流値を予め設定された閾値と比較し、この電流値が閾値以下である場合に、針部
材３５が所定の摩耗状態に達したと判定し、針部材３５の交換告知を行う告知判定部５０
Ａとを備えた構成としたことで、実際の針先の摩耗状態に適応した告知が可能となるため
、針の摩耗による搬送不具合を未然に防止することができるとともに、未摩耗状態での不
要な針交換を防止することができる。
【００４２】
　また、本実施の形態の搬送装置３０によれば、所定の搬送回数分の電流値の平均値を算
出し、この平均値を閾値データ５５と比較するようにしたことで、突発的な負荷減少異常
に対して誤った告知を行うことを防止し、針部材３５の摩耗状態の検出精度を向上させる
ことができる。
【００４３】
　さらに、本実施の形態の搬送装置３０によれば、環境温度を検出する温度センサ４０を
備え、この温度センサ４０の検出した環境温度に応じて、電流値検出部３７で検出した電
流値を補正するようにしたことで、針部材３５の摩耗状態の検出精度をさらに向上させる
ことができる。
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【００４４】
（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２に係る搬送装置について説明する。なお、上述した実施の
形態１で説明した構成と同一の構成については同一の符号を付して説明する。
【００４５】
　図８－１は、実施の形態２の搬送装置３０における針交換告知システムの概念図、図８
－２は、図８－２に示した新聞９０と搬送開始位置検出センサ８０の上面図、図８－３は
、図８－１に示した針交換告知システムのブロック図である。この実施の形態２では、駆
動装置３０の移動に伴う新聞の搬送距離を検出し、検出された搬送距離を予め設定された
閾値と比較することにより針部材３５の摩耗状態を検出し、所定の摩耗状態に達している
と判定した場合に針部材３５の交換を告知するように構成している。それ以外の構成は上
記実施の形態１と同じである。
【００４６】
　図８－３に示すように、実施の形態２における針交換告知システムは、搬送距離検出セ
ンサ７０、搬送開始位置検出センサ８０、告知判定部５０Ｂ、記憶部５４Ｂ及び出力部６
０を備えている。
【００４７】
　搬送距離検出センサ７０は、新聞９０が針部材３５によって搬送される際の新聞９０の
搬送距離を検出するものであり、取出口１２と上下ガイド板２２ａ、２２ｂとの間に配置
されている。ここで、搬送距離とは、新聞９０が収納ラック２０内に収納されている状態
にあるときの新聞９０の前端位置（以下、「搬送開始位置」とよぶ）と、針部材３５によ
って新聞９０が取出口１２に搬出されたときの新聞９０の前端位置（以下、「搬送終了位
置」とよぶ）との間の距離である。
【００４８】
　新聞９０の搬送を繰り返すことで針部材３５の先端部分が摩耗すると、搬送時に針部材
３５が新聞９０を確実に保持することができなくなり、搬送途中で新聞９０の表面を空滑
りするようになる。このときの搬送距離は、針部材３５が空滑りしない場合と比べて短く
なる。すなわち、針先が摩耗した状態で搬送された新聞９０の搬送終了位置は、針先が摩
耗していない状態で搬送された搬送終了位置よりも手前側になる。特に針先が著しく摩耗
している場合には、搬送終了位置が取出口１２に達せず、新聞９０が外部へ排出されない
といった事態も生じる。したがって、新聞９０の搬送終了位置を、予め決められた閾値と
比較することで、針部材３５の先端の摩耗状態を検出することが可能である。この搬送距
離検出センサ７０は、たとえば光信号を投光する投光素子と、この光信号を受光する受光
素子とからなる透過形光センサ等を用いることができる。投光素子と受光素子は、図８－
１に示すように、上下ガイド板２２ａ、２２ｂを通過した新聞９０の上下を挟む態様で、
新聞９０の搬送方向に複数組配置される。そして、各投光素子から各受光素子に向けて投
光し、各受光素子の受光の有無で、新聞９０の搬送終了位置を検出する。すなわち、複数
組の光センサを並設し、どの位置の光センサがＯＦＦしたかで搬送距離を測定することが
可能である。光センサを並設した場合、隣接する投光の影響を受けることがあるが、隣接
する光センサの投光と受光の方向を逆にして配置すれば干渉はなくなる。なお、より精密
な位置検出を行う場合には、画像センサを用い、認識した新聞９０の座標位置から搬送距
離を算出する。
【００４９】
　搬送開始位置検出センサ８０は、収納ラック２０に積層された新聞９０において、最上
部にある新聞９０の積層位置（高さ方向の位置）を検出するものであり、図８－２に示す
ように、積層された新聞９０の側方に配置されている。この搬送開始位置検出センサ８０
は、上述した搬送距離検出センサ７０と同様に、たとえば光信号を投光する投光素子と、
この光信号を受光する受光素子とからなる光センサ等を用いることができる。投光素子と
受光素子は、図８－２に示すように、積層された新聞９０の両側方を挟む態様でそれぞれ
配置される。そして、投光素子から受光素子に向けて投光し、受光素子の受光の有無で、
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最上部にある新聞９０の積層位置（高さ方向の位置）を検出する。
【００５０】
　告知判定部５０Ｂは、搬送距離検出センサ７０が検出した搬送距離を予め設定した閾値
と比較することにより、針部材３５が所定の摩耗状態に達したか否かを判定し、所定の摩
耗状態に達していると判定した場合に、出力部に対して針交換の告知動作を行わせるもの
である。告知判定部５０Ｂは、搬送距離補正部５６、平均値演算部５７及び比較部５８を
備えている。
【００５１】
　搬送距離補正部５６は、搬送距離検出センサ７０から受信した搬送距離を、上述した搬
送開始位置検出センサ８０で検出された搬送開始位置に応じて補正する演算を行う。収納
ラック２０に積層された新聞９０と取出口１２までの距離は、収納ラック２０内の新聞９
０の残量によって異なる。例えば、最上部の新聞９０の高さ位置（収容残量高さ）が取出
口１２の位置とほぼ同じ高さである場合、新聞９０から取出口１２までの距離は最も短く
なる。一方、最上部の新聞９０の高さ位置（収容残量高さ）が取出口１２の高さ位置より
も高いか、あるいは、低い場合には、新聞９０から取出口１２までの距離は、取出口１２
と同じ高さ位置にある場合と比べて長くなる。このため、本実施の形態では、取出口１２
と同じ高さ位置を基準位置とし、搬送距離検出センサ７０で検出された搬送距離を、基準
位置での値に補正することで、針摩耗状態の検出精度を向上させている。
【００５２】
　平均値演算部５７は、搬送距離補正部５６から受信した搬送距離を一時的に格納し、所
定の搬送回数分（例えば３回分）の搬送距離の平均値を算出する。１回の搬送で測定した
搬送距離を単独で閾値と比較すると、突発的な搬送距離の減少異常に対して誤った告知を
行う可能性がある。そこで、上記のように所定の搬送回数分の搬送距離の平均値を算出し
、この平均値を閾値と比較することで、針摩耗状態の検出精度を向上させている。
【００５３】
　比較部５８は、平均値演算部５７で算出された搬送距離の平均値を、記憶部５４Ｂに記
憶された搬送距離の閾値データ５９と比較するものである。比較部５８は、搬送距離の平
均値が閾値以下である場合に、針部材３５の先端が所定の摩耗状態に達したと判定し、出
力部６０に対して針交換の告知指令を送信し、告知動作を行わせる。一方、搬送距離の平
均値が閾値を上回る場合には、針部材３５の先端が未摩耗状態であると判定し、出力部６
０に対して針交換の告知指令を送信しない。
【００５４】
　記憶部５４Ｂは、搬送距離の閾値データを格納する部位である。搬送距離は、搬送物の
大きさ等により異なる。このため、記憶部５４Ｂには、新聞、小冊子、雑誌等の搬送物に
応じた閾値データが格納されている。
【００５５】
　出力部６０は、告知制御部５０からの告知指令を受信した場合に告知動作を行うもので
ある。この出力部５０が行う告知動作としては、たとえば液晶ディスプレイ等の表示装置
への表示、ランプの点灯や点滅、あるいは、スピーカからの音声による動作を挙げること
ができる。
【００５６】
　図９は、上述した針交換告知システムの処理の流れを示す概略フローチャートである。
以下、図９を参照しながら、針交換告知の処理手順について説明する。
【００５７】
　利用者によって新聞自動販売機の選択ボタン１４が押下されると（ステップＳ２１）、
選択された新聞を搬送する搬送装置３０に搬送指令が出力される。搬送装置３０は、収納
ラック２０に収納された最上部の新聞の上にハンド３３を降ろし、針部材３５の先端に新
聞を引掛けた状態で、針部材３５を待機位置から折り返し位置まで移動させる。搬送距離
検出センサ７０は、取出口１２に搬出された新聞９０の搬送距離（すなわち搬送終了位置
）を検出する（ステップＳ２２）。搬送距離検出センサ７０によって検出された搬送距離
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は、告知判定部５０Ｂに送信される。告知判定部５０Ｂは、搬送距離補正部５６を通じて
搬送距離を基準位置での値に補正した後に、平均値演算部５７を通じて所定の搬送回数分
の搬送距離の平均値を算出する（ステップＳ２３）。次いで、告知判定部５０Ｂは、比較
部５８を通じて、上記平均値を、記憶部５４Ｂに記憶された閾値データと比較する（ステ
ップＳ２４）。平均値が閾値以下である場合（ステップＳ２４：Ｙｅｓ）、告知判定部５
０Ｂは、針部材３５が所定の摩耗状態に達したものと判定し、出力部６０に対して針交換
の告知指令を送信し、所定の告知動作を行わせる（ステップＳ２５）。なお、告知判定部
５０Ｂは、針部材３５が所定の摩耗状態に達したと判定した場合に、この判別結果を新聞
自動販売機の販売制御部（図示せず）に送信する。販売制御部は、当該新聞の選択ボタン
１４の操作を無効化する。一方、平均値が閾値を上回る場合には（ステップＳ２４：Ｎｏ
）、針部材３５の先端が未摩耗状態であると判定し、出力部６０に対して針交換の告知指
令を送信しない。
【００５８】
　以上説明したように、実施の形態２の搬送装置３０によれば、駆動装置３１の移動に伴
う新聞９０の搬送距離を検出する搬送距離検出センサ７０と、搬送距離検出センサ７０に
よって検出された搬送距離を予め設定された閾値と比較し、搬送距離が閾値以下である場
合に、針部材３５が所定の摩耗状態に達したと判定し、針部材３５の交換告知を行う告知
判定部５０Ｂとを備えた構成としたことで、実際の針先の摩耗状態に適応した告知が可能
となるため、針の摩耗による搬送不具合を未然に防止することができるとともに、未摩耗
状態での不要な針交換を防止することができる。
【００５９】
　また、実施の形態２の搬送装置３０によれば、所定の搬送回数分の搬送距離の平均値を
算出し、この平均値を閾値データ５５と比較するようにしたことで、突発的な搬送量の減
少異常に対して誤った告知を行うことを防止し、針部材３５の摩耗状態の検出精度を向上
させることができる。
【００６０】
　さらに、実施の形態２の搬送装置３０によれば、積層された各新聞９０の搬送開始位置
に応じて各搬送物の搬送距離を補正するようにしたことで、針部材３５の摩耗状態の検出
精度をさらに向上させることができる。
【００６１】
　なお、上記実施の形態では、本発明の搬送装置を新聞自動販売機に適用した例について
説明したが、これに限定されるものではなく、他の自動販売機や、自動販売機以外の搬送
装置にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の搬送装置を適用した新聞自動販売機を示す正面図である。
【図２】本発明の実施の形態である搬送装置及び収納ラックを示す斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態である搬送装置及び収納ラックを示す斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態である搬送装置におけるハンドの斜視図である。
【図５】図４に示したハンドの側面図である。
【図６－１】実施の形態１における針交換告知システムの概念図である。
【図６－２】実施の形態１における針交換告知システムのブロック図である。
【図７】実施の形態１における針交換告知システムの処理の流れを示す概略フローチャー
トである。
【図８－１】実施の形態２における針交換告知システムの概念図である。
【図８－２】実施の形態２における針交換告知システムの概念図である。
【図８－３】実施の形態２における針交換告知システムのブロック図である。
【図９】実施の形態２における針交換告知システムの処理の流れを示す概略フローチャー
トである。
【符号の説明】
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　１　　本体キャビネット
　２　　外扉
　３　　ハンドルロック
　４　　硬貨投入口
　５　　紙幣挿入口
　６　　電子マネー受付部
　７　　表示器
　８　　釣銭返却レバー
　９　　釣銭返却口
　１１　表示選択部
　１２　取出口
　１３　プレート
　１４　選択ボタン
　２０　収納ラック
　２１　底上部材
　２１ａ　切り抜き孔
　２２ａ　上ガイド板
　２２ｂ　下ガイド板
　３０　搬送装置
　３１　駆動装置
　３２　アーム
　３３　ハンド
　３４　モータ
　３５　針部材
　３６　カバー
　３７　電流値検出部（電流検出手段）
　４０　温度センサ
　５０Ａ，５０Ｂ　告知判定部（告知判定手段）
　５１　電流値補正部
　５２，５７　平均値演算部
　５３，５８　比較部
　５４Ａ，５４Ｂ　記憶部
　５５　電流値閾値データ
　５６　搬送距離補正部
　５９　搬送距離閾値データ
　６０　出力部
　７０　搬送距離検出センサ（搬送距離検出手段）
　８０　搬送開始位置検出センサ
　９０　新聞
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